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原
口
一
博
・
総
務
大
臣
誕

生
後
、
初
と
な
る
「
地
方
財

政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地

方
六
団
体
会
合
」
が
１０
月
２３

日
、
総
務
省
内
で
開
催
さ
れ

た
。
本
会
か
ら
は
、
五
本
幸

正
会
長
（
富
山
市
議
会
議

長
）
が
出
席
し
、
平
成
２２
年

度
地
方
交
付
税
の
概
算
要
求

な
ど
に
関
し
、
原
口
総
務
相

ら
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

総
務
省
は
２２
年
度
予
算
要
求
に

あ
た
り
、
入
り
口
ベ
ー
ス
の
交
付

税
額
と
し
て
１７
兆
１
５
５
７
億
円

を
計
上
。
さ
ら
に
三
位
一
体
改
革

で
削
減
さ
れ
た
地
方
自
主
財
源
の

復
元
に
向
け
、
１
兆
１
５
１
２
億

円
を
「
事
項
要
求
」
と
し
て
計
上

し
た
た
め
、
入
り
口
ベ
ー
ス
の
実

質
額
は
１８
兆
３
０
６
９
億
円
に
及

ぶ
。
特
別
会
計
借
入
金
償
還
額
等

を
除
き
、
「
事
項
要
求
」
を
加
え

た
出
口
ベ
ー
ス
の
交
付
税
額
は
１６

兆
９
２
８
５
億
円
。
対
前
年
度
当

初
予
算
比
１
兆
１
０
８
２
億
円
の

増
と
な
り
、
７
・
０
％
の
積
み
増

し
と
な
る
。

地
方
六
団
体
で
は
、
こ
れ
ま
で

三
位
一
体
改
革
で
削
減
さ
れ
た
地

方
自
主
財
源
の
復
元
を
強
く
求
め

て
き
た
。
２２
年
度
予
算
要
求
の
中

で
、
地
方
自
主
財
源
の
復
元
を
掲

げ
た
総
務
省
の
姿
勢
は
高
く
評
価

で
き
る
。
し
か
し
２２
年
度
一
般
会

計
概
算
要
求
額
は
、
過
去
最
大
の

９５
兆
円
規
模
に
膨
れ
上
が
っ
て
い

る
。
今
後
の
予
算
編
成
過
程
で
政

府
が
、
概
算
要
求
額
の
大
幅
な
削

減
査
定
に
入
る
こ
と
は
必
須
と
予

想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
会
の
五
本
会
長
は
、

交
付
税
満
額
確
保
に
意
欲
を
燃
や

す
原
口
総
務
相
の
活
躍
を
期
待
し

た
ほ
か
、
２３
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
地
方
の
財
政
需
要
を
勘
案
し
、

引
き
続
き
交
付
税
総
額
の
増
額
を

図
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
財
政

破
綻
の
危
機
に
あ
る
地
方
議
員
年

金
へ
の
適
切
な
措
置
も
求
め
た
。

本
会
は
１０
月
２１
日
と
２２
日

の
両
日
に
わ
た
り
、
第
４
回

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
石
川
県

金
沢
市
で
開
催
し
た
�
２
・

３
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
舞
台
と
な

っ
た「
金
沢
歌
劇
座
」に
は
、

全
国
各
地
か
ら
約
２
０
０
０

人
に
も
及
ぶ
正
副
議
長
や
議

員
ら
議
会
関
係
者
が
集
う
盛

況
ぶ
り
。
主
催
者
を
代
表
し

て
五
本
幸
正
・
本
会
会
長

が
、
開
催
地
を
代
表
し
て
高

村
佳
伸
・
金
沢
市
議
会
議
長

ら
が
あ
い
さ
つ
し
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
幕
を
開
け
た
。

議
員
年
金
に
関
す
る
諸
課
題
に

対
処
す
る
た
め
、
全
国
市
議
会
議

長
会
と
市
議
会
議
員
共
済
会
が
合

同
で
設
置
し
た
議
員
年
金
対
策
会

議
（
座
長
�
五
本
幸
正
会
長
）
の

第
３
回
会
議
が
１０
月
１９
日
、
東
京

・
全
国
都
市
会
館
で
開
か
れ
た
。

会
議
で
は
総
務
省
の
「
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
検
討
会
」
第
３

回
の
審
議
状
況
を
踏
ま
え
た
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。
構
成
員
か
ら
は

▽
市
議
会
議
員
年
金
財
政
悪
化
の

原
因
は
市
町
村
合
併
▽
最
も
問
題

視
し
て
い
る
合
併
の
影
響
に
対
す

る
激
変
緩
和
措
置
が
４
・
５
％
で

は
不
足
し
て
い
た
―
―
と
声
が
あ

が
り
、
合
併
影
響
分
へ
の
国
の
措

置
を
求
め
る
意
見
が
相
次
い
だ
。

１１
月
２
日
の
第
４
回
検
討
会
で

は
給
付
と
負
担
の
見
直
し
案
が
示

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
制
度
の

維
持
存
続
に
向
け
た
正
念
場
を
迎

え
、
全
市
議
会
一
致
団
結
す
べ
し

と
の
強
い
声
が
あ
げ
ら
れ
た
。

議議
員員
共共
済済
会会
がが
理理
事事
会会

市
議
会
議
員
共
済
会
は
１０
月
１９

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
第

２
回
理
事
会
を
開
き
、
平
成
２１
年

度
上
半
期
経
理
状
況
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
２２
年
度
予
算
大
綱
案

に
つ
い
て
協
議
、
了
承
し
た
。

議
員
年
金
の
財
政
は
、
市
町
村

合
併
の
急
速
な
進
展
の
影
響
等
で

急
激
に
悪
化
し
た
。
本
年
度
上
半

期
は
支
出
が
収
入
を
約
５９
億
円
上

回
り
、
年
間
で
は
約
１
３
０
億
円

の
赤
字
と
な
る
見
通
し
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

１１月５日平成21年
（2009年）

大大
臣臣
がが
交交
付付
税税
増増
額額
にに
意意
欲欲

地
方
財
政
に
関
す
る
総
務
相
・
地
方
六
団
体
会
合

本本会会がが研研究究フフォォーーララムム開開催催

第
３
回
年
金
対
策
会
議
開
く

合
併
影
響
分
へ
の
措
置
を
強
調

第1741号

原口総務相（右）との会合に臨む本会の五本会長（左）

【
開
会
】五
本
会
長（
右
）と

高
村
金
沢
市
議
長
が
挨
拶

（１） 平成２１年１１月５日 第１７４１号



４
回
目
を
数
え
る
今
回
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
の
あ
り
方
」。
第

１
日
目
は
、
伊
藤
忠
商
事
会
長
で

あ
り
政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進

委
員
長
を
務
め
る
丹
羽
宇
一
郎
氏

に
よ
る
基
調
講
演
、
佐
々
木
信
夫

・
中
央
大
学
大
学
院
教
授
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
第
２
日

目
は
神
原
勝
・
北
海
学
園
大
学
教

授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
課

題
討
議
を
通
じ
、
議
会
改
革
へ
向

け
た
自
己
研
鑽
を
積
ん
だ
。

基
調
講
演
で
登
壇
し
た
丹
羽
宇

一
郎
氏
の
演
題
は
「
日
本
再
生
の

起
爆
剤
―
地
方
分
権
改
革
―
」。

特
に
自
身
が
委
員
長
を
務
め
る
地

方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
活
動

と
経
験
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
分

権
委
が
取
り
ま
と
め
て
き
た
政
府

へ
の
勧
告
の
中
身
を
紹
介
し
な
が

ら
、
地
方
分
権
改
革
の
必
要
性
と

意
義
を
強
く
説
い
た
。

分
権
委
が
内
閣
府
内
に
設
置
さ

れ
た
の
は
平
成
１９
年
４
月
へ
遡

る
。
以
来
、
３
次
に
わ
た
る
政
府

へ
の
勧
告
を
実
施
。
直
近
で
は
、

２１
年
１０
月
７
日
に
第
３
次
勧
告
を

ま
と
め
、
翌
８
日
に
鳩
山
総
理
へ

勧
告
を
手
交
し
て
い
た
。
な
お
、

第
３
次
勧
告
の
柱
は
�
義
務
付
け

・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条
例
制
定

権
の
拡
大
�
地
方
自
治
法
制
の
見

直
し
�
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の

法
制
化
―
―
の
３
本
。

「
�
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見

直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
」
の

取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
２０

年
１２
月
に
麻
生
前
総
理
へ
手
交
し

た
第
２
次
勧
告
で
対
象
範
囲
を
絞

り
込
ん
で
い
た
。
第
２
次
勧
告
で

は
、
国
が
地
方
を
法
令
で
縛
る

「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」
を
残
さ

ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
す
る
場
合

の
基
準
を
設
け
、
同
基
準
に
非
該

当
な
ら
、
条
例
制
定
権
の
拡
大
を

図
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

第
２
次
勧
告
で
見
直
し
対
象
と

位
置
付
け
た
条
項
は
４
０
７
６
。

第
３
次
勧
告
で
は
４
０
７
６
条
項

の
う
ち
、
特
に
問
題
が
あ
る
と
判

断
し
た
８
９
２
条
項
を
重
点
事
項

と
位
置
付
け
、
保
育
所
に
お
け
る

屋
外
遊
戯
場
の
面
積
要
件
な
ど
に

つ
い
て
、
全
国
一
律
の
適
用
か
ら

地
域
の
実
情
に
基
づ
く
弾
力
的
運

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
見
直
す
べ

き
と
結
論
付
け
て
い
た
。

「
自
治
は
、
住
民
に
近
い
と
こ

ろ
で
」「
国
は
、
地
方
に
で
き
な

い
こ
と
で
」
と
、
丹
羽
氏
は
基
調

講
演
で
「
近
接
性
」「
補
完
性
」

の
２
原
則
を
強
調
し
た
。
勧
告
実

施
に
あ
た
り
、
分
権
委
が
一
貫
し

て
議
論
の
背
骨
と
し
て
き
た
大
原

則
だ
。「
住
民
に
最
も
近
い
自
治

体
が
、
地
域
に
合
っ
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
考
え
る
べ
き
。
外
交
や
防

衛
な
ど
、
国
で
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
国
で
や
る
」
と
丹
羽
氏
は
説

く
。
こ
の
発
言
は
地
方
分
権
の
進

捗
が
、
国
と
地
方
の
二
重
行
政
に

よ
る
無
駄
の
排
除
へ
直
結
す
る
こ

と
を
も
、
視
野
に
入
れ
た
発
言
。

歳
入
４０
兆
円
規
模
に
対
し
歳
出
９０

兆
円
規
模
と
い
う
赤
字
体
質
か

ら
、
こ
の
国
が
脱
却
す
る
た
め
の

処
方
箋
は
、
地
方
分
権
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
す
る
考
え
だ
。

行
政
の
無
駄
を
排
除
し
、「
近

接
性
」「
補
完
性
」
の
原
則
を
徹

底
さ
せ
る
た
め
、
分
権
委
で
は
義

務
付
け
等
へ
条
例
に
よ
る
上
書
き

第
１
日
目
・
１０
月
２１
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

丹丹
羽羽
氏氏
にに
よよ
るる
基基
調調
講講
演演
実実
施施

パパ
ネネ
ルル
デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン
もも

第４回全国市議会議長会研究フォーラム in 金沢

二二元元代代表表制制下下ででのの
議議会会ののあありり方方探探るる

【
３
面
へ
続
く
】

次期開催地の大分市が歓迎の挨拶

「地方議会はどう変わるべきか」をテーマにパネルディスカッション

丹
羽
氏
が
基
調
講
演

第１７４１号 平成２１年１１月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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２
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２

つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
課
題
討
議

を
実
施
。
前
後
半
の
２
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
前
半
は
桑
畠
健
也
・
所

沢
市
議
会
議
員
と
八
木
哲
也
・
豊

田
市
議
会
議
長
が
「
議
会
基
本
条

例
を
考
え
る
」、
後
半
は
金
子
修

一
・
平
塚
市
議
会
議
長
と
盛
泰
子

・
伊
万
里
市
議
会
議
員
が
「
議
員

立
法
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
各
市
議
会
の
取
り
組
み
を
報

告
し
た
。

桑桑
畠畠
所所
沢沢
市市
議議
のの
報報
告告

所
沢
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
制
定
を
目
指
し
２０
年
６
月
、

特
別
委
員
会
を
設
置
。
２１
年
３
月

定
例
会
で
の
制
定
を
目
標
と
し
、

２０
年
中
に
は
議
員
を
対
象
と
し
た

意
見
交
換
会
、
市
民
を
対
象
と
し

た
条
例
素
案
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
募
集
を
実
施
し
た
。
翌

２１
年
２
月
に
は
、
市
民
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
目
的
と
し
た
ミ
ニ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
取
り
組
み

が
結
実
し
、
２１
年
２
月
２６
日
に
は

条
例
が
可
決
、
３
月
３
日
に
は
条

例
公
布
・
同
日
施
行
の
運
び
と
な

っ
た
。

八八
木木
豊豊
田田
市市
議議
長長
のの
報報
告告

豊
田
市
議
会
で
の
議
会
基
本
条

例
は
、
２１
年
５
月
の
臨
時
会
で
全

会
一
致
に
よ
り
可
決
。
素
案
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
特
別
委
員
会
で

１５
回
、
非
公
式
の
会
議
を
含
め
る

と
延
べ
３０
回
以
上
に
及
ぶ
議
論
を

重
ね
た
結
果
の
産
物
で
あ
る
。
こ

の
条
例
に
は
、
一
般
的
に
「
執
行

部
の
反
問
権
」
と
し
て
い
る
事
項

に
つ
い
て
、
あ
え
て
「
執
行
部
へ

の
『
確
認
の
機
会
の
付
与
』」
と

明
文
化
し
た
こ
と
が
特
徴
。

金金
子子
平平
塚塚
市市
議議
長長
のの
報報
告告

議
員
に
は
立
法
権
が
あ
る
。
よ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
は
要
求

す
る
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
ら
議

員
自
ら
が
条
例
を
制
定
し
て
い
く

べ
き
。
近
年
、
国
内
年
間
３
万
人

を
超
え
る
自
殺
者
が
出
て
い
る
事

態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
本
市
と

し
て
も
議
会
が
自
殺
対
策
へ
の
基

本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

「
平
塚
市
民
の
こ
こ
ろ
と
命
を
守

る
条
例
」
を
１９
年
に
制
定
し
た
。

盛盛
伊伊
万万
里里
市市
議議
のの
報報
告告

「
執
行
部
に
は
矢
の
よ
う
に
改

革
を
迫
る
の
に
、
自
分
た
ち
の
改

革
は
二
の
次
。
こ
ん
な
二
重
基
準

を
排
除
し
な
い
限
り
、
議
会
は
信

用
さ
れ
な
い
」
と
の
片
山
善
博
・

前
鳥
取
県
知
事
の
言
葉
を
教
訓

に
、
議
員
に
よ
る
条
例
提
案
な
ど

に
向
け
、
努
力
し
て
い
る
。

権
を
認
め
る
よ
う
、
第
３
次
で
勧

告
し
た
。
し
か
し
上
書
き
条
例
権

が
法
制
化
さ
れ
て
も
、
使
わ
れ
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
丹
羽
氏
は

「
議
会
の
役
割
は
立
法
府
。
い
か

に
使
う
か
」「
条
例
上
書
き
権
を

使
わ
な
か
っ
た
ら
、
自
ら
権
利
を

放
棄
す
る
こ
と
」「
市
の
監
視
は

議
会
の
責
任
」
と
説
い
た
。
市
議

会
に
課
せ
ら
れ
た
今
後
の
課
題
と

い
え
よ
う
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
は
「
地
方
議
会
は
ど

う
変
わ
る
べ
き
か
―
首
長
と
議
会

の
新
た
な
関
係
」。
パ
ネ
リ
ス
ト

に
高
村
佳
伸
・
金
沢
市
議
会
議
長

ら
５
人
を
迎
え
、
議
論
を
展
開
。

高
村
議
長
は
、
政
策
提
案
型
の
特

別
委
員
会
を
金
沢
市
議
会
に
設
置

し
、
２０
年
度
で
は
▽
歴
史
都
市
推

進
▽
地
球
温
暖
化
対
策
―
―
な
ど

４
特
別
委
員
会
が
提
言
書
を
取
り

ま
と
め
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

第
２
日
目
・
１０
月
２２
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

��
議議
会会
基基
本本
条条
例例
をを
考考
ええ
るる

��
議議
員員
立立
法法
のの
現現
状状
とと
課課
題題

【
２
面
か
ら
の
続
き
】

課題討議

課
題
討
議
で
は
、
桑
畠
・
所
沢
市

議
（
右
上
写
真
・
左
）
と
八
木
・

豊
田
市
議
長
（
同
・
右
）
が
「
議

会
基
本
条
例
を
考
え
る
」、
続
い

て
金
子
・
平
塚
市
議
長
（
右
下
写

真
・
左
）と
盛
・
伊
万
里
市
議（
同

・
右
）
が
「
議
員
立
法
の
現
状
と

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
を
報
告

し
た
の
ち
、
会
場
内
の
出
席
者
と

意
見
を
交
換
し
た
。

宮武副会長（岡山市）が閉会挨拶

（３） 平成２１年１１月５日 第１７４１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
浦
日
出
男
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
は
１０
月
２６
日
、
佐

世
保
市
内
で
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
を
開
き
、
平
成
２２
年
度

基
地
対
策
関
係
施
策
の
充
実
強
化

に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
協
議
、

了
承
し
た
。

基
地
が
所
在
す
る
市
町
村
や
、

基
地
関
係
施
設
が
所
在
す
る
周
辺

の
市
町
村
は
、
基
地
の
所
在
に
伴

う
特
殊
な
財
政
需
要
が
生
じ
る
。

そ
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
交
付

さ
れ
て
い
る
総
務
省
所
管
の
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
は
、基
地
関

係
市
町
村
に
と
っ
て
不
可
欠
の
財

源
で
あ
る
。ま
た
、基
地
周
辺
住
民

に
対
す
る
障
害
防
止
、
住
宅
防
音

事
業
な
ど
の
基
地
周
辺
対
策
事
業

の
充
実
強
化
も
不
可
欠
で
あ
る
。

基
地
交
付
金
は
、
固
定
資
産
税

の
代
替
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、

３
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
固
定
資
産

税
評
価
替
え
実
施
の
翌
年
度
に
増

額
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
調

整
交
付
金
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
も
基
地
交
付
金

と
同
様
に
３
年
ご
と
に
増
額
さ
れ

て
き
て
お
り
、
来
年
の
２２
年
度
は

こ
の
増
額
の
年
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
世
界
的
な
経
済
危
機

に
伴
う
大
幅
な
税
収
減
が
予
想
さ

れ
る
中
、
新
政
権
に
よ
る
来
年
度

の
予
算
編
成
は
厳
し
い
査
定
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
２２
年
度
基
地
対
策
予

算
の
重
点
要
望
で
は
▽
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金（
総
務
省
所
管
）

の
概
算
要
求
額
満
額
確
保
▽
基
地

周
辺
対
策
経
費（
防
衛
省
所
管
）

の
所
要
額
確
保
を
盛
り
込
ん
だ
。

総
務
省
は
１０
月
２８
日
、
東
京
・

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
「
平
成
２１
年
度

都
道
府
県
議
会
議
員
及
び
市
町
村

議
会
議
員
総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

式
」
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
、
都
道
府
県
議
会
議

員
２
人
、
市
議
会
議
員
２６
人
、
町

村
議
会
議
員
１２
人
の
計
４０
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
市
議
会
議
員
を

代
表
し
て
、
服
部
剛
司
・
岡
山
県

総
社
市
議
会
議
員
が
受
領
し
た
。

本
会
か
ら
会
長
の
五
本
幸
正
・

富
山
市
議
会
議
長
が
来
賓
と
し
て

式
典
に
参
列
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
地
方
議
会
議

員
と
し
て
通
算
３５
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
功
労
が

あ
っ
た
者
に
贈
呈
さ
れ
る
。

贈
呈
式
で
は
、
原
口
一
博
・
総

務
大
臣
の
代
理
と
し
て
長
谷
川
憲

正
・
総
務
大
臣
政
務
官
か
ら
式
辞

が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
受
賞

者
へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。こ

の
ほ
か
、
横
路
孝
弘
・
衆
議

院
議
長
、
江
田
五
月
・
参
議
院
議

長
、
近
藤
昭
一
・
衆
議
院
総
務
委

員
長
ら
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
。

感
謝
状
受
賞
者

感
謝
状
受
賞
者
の
所
属
議
会
と

氏
名
は
次
の
と
お
り
（
総
務
省
発

表
名
簿
順
、
敬
称
略
）
。

▽
紋
別
市

柴
田

央

▽
北
斗
市

水
上

務

▽
盛
岡
市

佐
々
木
弥
一

▽
盛
岡
市

�
橋
和
夫

▽
宮
古
市

田
中

尚

▽
伊
達
市

佐
々
木
英
章

▽
館
林
市

小
林

信

▽
館
林
市

町
井

猛

▽
草
加
市

吉
澤
哲
夫

▽
千
葉
市

宍
倉
清
�

▽
大
野
市

榮

正
夫

▽
菊
川
市

岩
科
鉄
次

▽
知
立
市

高
橋
憲
二

▽
茨
木
市

木
本
保
平

▽
西
宮
市

雜
古
宏
一

▽
御
所
市

村
上
豊
一

▽
御
所
市

安
川

勝

▽
境
港
市

長
谷
正
信

▽
総
社
市

服
部
剛
司

▽
新
見
市

坂
口
正
視

▽
府
中
市

能
島
和
男

▽
庄
原
市

平
山
俊
憲

▽
下
松
市

渡
邉
敏
之

▽
三
好
市

中
岡
幸
敬

▽
松
山
市

大
西
弘
道

▽
菊
池
市

横
田
輝
雄

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
三
島
進
・
松

江
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
１９
日
、

富
士
吉
田
市
内
で
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
を
開
き
、
自
治

体
病
院
の
役
割
に
応
じ
た
財
政
支

援
措
置
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

要
望
を
ま
と
め
た
。

自
治
体
病
院
は
、
公
的
医
療
機

関
で
な
け
れ
ば
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
な
多
く
の
不
採
算
医
療
を
担

っ
て
い
る
が
、
度
重
な
る
医
療
制

度
改
革
や
診
療
報
酬
の
見
直
し
等

に
よ
り
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

特
に
近
年
は
、
医
師
不
足
・
偏

在
の
問
題
が
深
刻
化
し
、
休
止
・

閉
院
に
追
い
込
ま
れ
る
病
院
も
あ

り
、
非
常
に
危
機
的
な
事
態
に
陥

っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
要
望
で
は
▽
地
方

交
付
税
措
置
等
の
充
実
強
化
▽
診

療
報
酬
の
充
実
▽
女
性
医
師
の
働

き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
促
進

▽
救
急
医
療
体
制
の
確
保
・
充
実

―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

会
議
で
は
、
同
協
議
会
が
１０
月

２８
日
に
開
催
す
る
「
地
域
医
療
政

策
セ
ミ
ナ
ー
」
や
次
期
役
員
の
選

出
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

１１月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １８市
中核市 ４１市
特例市 ４１市
一般市 ６８３市
特別区 ２３区

基
地

両
交
付
金
の
満
額
確
保
を

調
整

基
地
協
議
会
が
役
員
会

財
政
支
援
措
置
の
充
実
強
化
を

病
院
協
議
会
が
役
員
会

総務相

市市
議議
２２６６
人人
にに
感感
謝謝
状状

地
方
議
員
３５
年
以
上
で

総
務
大
臣
政
務
官
（
右
）
か
ら
感
謝

状
を
受
領
す
る
服
部
議
員
（
左
）

挨
拶
す
る
浦
基
地
協
会
長
（
右
）

第１７４１号 平成２１年１１月５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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